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９．重要と考える子育て支援策 問20 あなたが今、あるいは、これから奈良県で子育てをするにあたり、次の各項目は、どのくらい重要なことですか。各項目それぞれの〈重要度〉について、あなたのお気持ちに最も近いものに○をつけてください。  【性別】 男性では、「子育てにかかる経済的支援」（79.2％）、「小児医療体制整備など子どもの健康支援」（79.1％）が多い。これに次いで「出産・子育て後、再就職を希望する者に対する支援」（77.9％）、「妊娠・出産の支援体制、周産期医療体制の充実」（77.7％）などが多い。一方、女性は、「小児医療体制整備など子どもの健康支援」（88.1％）、「子育てにかかる経済的支援」（87.5％）、「妊娠・出産の支援体制、周産期医療体制の充実」（87.0％）などが多くなっている。 【図表2-9-1①  重要と考える子育て支援策】                            
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【年齢別】 男性の場合は、20歳未満と30歳代は「小児医療体制整備など子どもの健康支援」が最も多く、20歳代と40歳代は「子育てにかかる経済的支援」が最も多くなっている。女性の場合は、20歳未満は「子育てにかかる経済的支援」が最も多いが、20歳以上は「小児医療体制整備など子どもの健康支援」が最も多くなっている。   【図表2-9-1② 年齢別 重要と考える子育て支援策】                      
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